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前
川

浩
子

議
員
（
市
フ
ォ
）
　
令
和

３
年
７
月
、
府
中
駅
周
辺
に
開
業

し
た
ホ
テ
ル
の
視
覚
障
害
者
誘
導

用
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
市
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
よ
る
事
前
協
議
を

行
っ
た
上
で
の
敷
設
で
あ
る
と
聞

く
が
、
確
認
が
十
分
と
は
い
え
な

い
。
そ
こ
で
、
事
前
協
議
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
工
夫
や
見
直
し
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
視
覚
障
害
者
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
状
や
色
等
を

工
事
図
面
に
記
載
す
る
な
ど
、
市

及
び
建
築
主
の
双
方
で
事
前
協
議

の
内
容
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
当
該
ホ
テ
ル
の
視
覚
障
害

者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
周
辺
に

あ
る
ス
カ
イ
ナ
ー
ド
等
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
連
な
る
よ
う
な
敷
設
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
市
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
運
用
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
配
慮
が
よ
り
求

め
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
た
め
、
実

際
に
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク
を
必
要
と
す
る
方
の
立
場
に
立

ち
、
一
体
的
に
整
備
す
る
よ
う
、

建
築
主
に
働
き
か
け
て
い
く
。

視 覚 障 害 者 誘 導 用ブ ロック
事 前 協 議 の 進 め 方につ いて
工夫や見直しが必要と思うがどうか

市 及 び 建 築 主 の 双 方 で
事前協議の内容を共有できるような
見 直 し を 図 っ て い く

ご
案
内

常任委員会の審査報告から

特別委員会の概要
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基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
都
市
整
備
用
地
に

係
る
動
き
と
し
て
、
開
発
事
業
者
か
ら
現
況
に
関
す
る
説

明
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
出
店
意
向
が
見
通
せ
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
の
予
定
を
２
年
遅
ら
せ
、
令
和

８
年
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
米
軍
通
信

施
設
の
処
分
時
期
や
、
学
校
施
設
な
ど
必
要
と
な
る
公
共

機
能
の
対
象
と
整
備
時
期
等
を
検
証
し
つ
つ
、
同
留
保
地

の
利
用
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
法
務
省
関
連
施
設
に
係
る
動
き
に
つ
い
て
、
関

東
医
療
少
年
院
跡
地
を
含
む
周
辺
地
区
に
お
い
て
は
、
地

区
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
４
年
２

月
に
第
１
回
新
町
・
栄
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
開

催
し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

１
月
に
１
階
躯く

体
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
本
工
事

に
お
い
て
２
基
設
置
す
る
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
１
基

を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
の
予
定
と
し
て
、
４
年
４
月
に

は
２
階
の
躯
体
工
事
及
び
外
部
足
場
の
設
置
に
着
手
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
障
が
い
者
団
体
へ
の
説
明
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
、

設
計
の
段
階
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
方
々
に
対
し
、
改
め

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
に
関
す
る
説
明
を
行
っ
た
。
各
団

体
か
ら
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
視
認
性
や
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
手
話
表
示
、
重
度
障
害
者
用
ト
イ
レ

の
介
助
用
リ
フ
ト
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、

検
討
を
進
め
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
第
三
期
改
築
実
施
校
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
に
策
定

し
た
市
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
計
画
に
お
け
る
整
備

順
序
の
考
え
方
の
ほ
か
、
校
舎
等
の
構
造
躯く

体
及
び
意
匠	

・
設
備
の
状
況
、
築
年
数
等
を
考
慮
し
、
第
四
小
学
校
及

び
第
五
小
学
校
の
２
校
を
選
定
し
た
。
第
四
小
学
校
は
、

９
年
度
以
降
の
学
級
増
の
見
込
み
に
対
し
、
既
存
校
舎
で

は
普
通
教
室
等
の
確
保
が
困
難
と
な
る
状
況
か
ら
選
定
し

た
。
第
五
小
学
校
は
、
現
校
舎
等
が
一
部
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
内
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
域
の
外
に
移

し
、
安
全
性
の
確
保
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
４
年
度
に
第
三
期
改
築
実
施

校
の
、
校
舎
等
の
改
築
に
係
る
基
本
構
想
を
策
定
し
、
設

計
者
を
選
定
の
上
、
５
年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

く
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
に
係
る

再

発

防

止

対

策

特

別

委

員

会

　
令
和
３
年
12
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
倫
理
条
例
に
係

る
検
討
と
し
て
、
政
治
倫
理
基
準
の
条

文
案
及
び
審
査
会
の
項
目
に
関
し
て
の

議
員
間
討
議
を
行
い
、
審
査
会
に
つ
い

て
は
、
次
回
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
４
年
１
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
審
査
会
に

係
る
各
項
目
に
関
す
る
議
員
間
討
議
を

行
っ
た
。
　

　
そ
の
後
、
審
査
会
に
関
す
る
項
目
で

数
値
の
追
加
な
ど
の
補
足
を
要
す
る
も

の
及
び
条
例
の
枠
組
み
案
の
う
ち
未
検

討
の
項
目
で
あ
る
説
明
会
、
逮
捕
・
起

訴
・
刑
確
定
後
の
措
置
、
教
育
と
宣
誓

な
ど
の
条
文
案
に
つ
い
て
、
各
会
派
で

検
討
し
て
次
回
委
員
会
に
先
立
ち
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
ら
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
を
基
に
、
次
回
委
員
会
で

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
４
年
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
審
査
会
の
項
目
の
う

ち
審
査
請
求
、
審
査
内
容
、
審
査
報
告

に
つ
い
て
、
各
会
派
で
適
切
と
考
え
る

人
数
や
割
合
、
日
数
な
ど
の
数
値
を
含

め
て
事
前
提
案
さ
れ
た
も
の
を
基
に
、

議
員
間
討
議
を
行
っ
た
。

　
４
年
３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
各
会
派
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
案
な
ど
を
参
考
に
し
て
正
副
委

員
長
が
取
り
ま
と
め
た
、
審
査
会
に
係

る
条
文
案
を
配
付
し
、
議
員
間
討
議
を

行
っ
た
。
ま
た
、
条
例
の
枠
組
み
案
の

う
ち
、
教
育
と
宣
誓
の
項
目
に
つ
い
て
、

宣
誓
の
時
期
な
ど
に
関
す
る
議
員
間
討

議
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
審
査
会
の
委
員
構
成
や
、

設
置
方
法
を
常
設
と
す
る
か
非
常
設
と

す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
委

員
会
で
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
す
る

と
と
も
に
、
議
会
閉
会
中
に
お
け
る
継

続
審
査
と
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、
令
和
４
年
７
月
に
供
用
開
始
す
る
こ

と
に
伴
い
、
そ
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
『
た
っ
ち
』
の
虐
待
相
談
は
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
て
行
う
予
定

で
あ
り
、
相
談
を
受
け
る
市
職
員
と
委
託
先
の

法
人
が
連
携
し
て
支
援
方
針
を
検
討
す
る
受
理

会
議
を
移
転
後
も
継
続
し
、
１
回
受
け
た
相
談

は
大
事
に
し
て
い
く
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
人
員
の
加
配
な
ど
十
分
な
相

談
体
制
を
整
え
、
多
く
の
方
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
第
７
次
府
中
市
総
合

計
画
基
本
構
想
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
基
本
的
な
理
念
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
像

『
き
ず
な
を
紡つ

む

ぎ
　
未
来
を
拓ひ

ら

く
　
心
ゆ
た
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
府
中
』
及
び
４
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
示
す
も
の
で
、
令
和

４
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
８
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
い
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
総
合
計
画
の
基
本
構
想
や
基

本
計
画
の
策
定
に
際
し
、
府
中
に
暮
ら
す
様
々

な
方
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
大
切
に
し
、
具

体
的
な
事
業
、
施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
」「
基

本
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
の
進
捗
等
が
市
民
に

周
知
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　
本
予
算
の
総
額
は
、
２
３
８
億
１
３
４
２
万

６
０
０
０
円
で
前
年
度
に
対
し
て
２
・
１
％
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
被
保
険
者
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
税
、
保
険
給
付
費
等
交
付

金
、
一
般
会
計
繰
入
金
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
、
一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
等
と
な
っ
て

い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
健
康
診
査
の
実
施
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
、
府
中
市
医
師
会
と
協
議
を

続
け
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
受
診
で
き
る
期
間
を
長
く
設

定
す
る
中
で
、
被
保
険
者
が
時
期
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
西
武
鉄
道
株
式
会
社
と
締
結

し
た
施
工
協
定
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
12
月
に

全
て
の
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
工
事

費
が
確
定
し
た
た
め
、
協
定
金
額
の
変
更
を
行

う
も
の

　
変
更
内
容
と
し
て
、
「
西
武
鉄
道
株
式
会
社

は
、
入
札
等
の
契
約
手
続
に
お
い
て
、
優
先
し

て
交
渉
す
る
施
工
業
者
を
決
定
し
た
後
、
工
事

を
細
分
化
し
て
発
注
し
た
が
、
そ
の
際
に
施
工

業
者
か
ら
提
示
さ
れ
た
見
積
額
を
査
定
し
て
価

格
交
渉
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
予
定
価
格

で
あ
る
協
定
金
額
を
下
回
る
工
事
費
と
な
っ
た

た
め
、
協
定
金
額
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
」

等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

第
６
号
議
案

府
中
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例

第
８
号
議
案

西
武
鉄
道
多
摩
川
線
多
磨
駅
に
お
け
る
自

由
通
路
整
備
及
び
鉄
道
施
設
改
良
に
関
す

る
施
工
協
定
の
変
更
に
つ
い
て

第
16
号
議
案

令
和
４
年
度
府
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

第
３
号
議
案

第
７
次
府
中
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策

定
に
つ
い
て

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員

会
は
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

等
も
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一般質問・常任委員会・特別委員会


